
 

一 

刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

対
照
表 

○
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
（
抄
）〔
第
二
条
関
係
〕 

（
網
掛
け
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
は
修
正
部
分
、
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

修 

正 

後 

改 

正 

後 

現 
 

 

行 

第
三
百
五
十
条
の
二 
検
察
官
は
、
特
定
犯
罪
に
係
る

事
件
の
被
疑
者
又
は
被
告
人
が
特
定
犯
罪
に
係
る

他
人
の
刑
事
事
件
（
以
下
単
に
「
他
人
の
刑
事
事
件
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
一
又
は
二
以
上
の
第
一
号
に

掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
証
拠

の
重
要
性
、
関
係
す
る
犯
罪
の
軽
重
及
び
情
状
、
当

該
関
係
す
る
犯
罪
の
関
連
性
の
程
度
そ
の
他
の
事

情
を
考
慮
し
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
被
疑
者

又
は
被
告
人
と
の
間
で
、
被
疑
者
又
は
被
告
人
が
当

該
他
人
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
一
又
は
二
以
上
の

同
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
、
か
つ
、
検
察
官
が
被
疑

者
又
は
被
告
人
の
当
該
事
件
に
つ
い
て
一
又
は
二

以
上
の
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

②
・
③ 

（
略
） 

 

第
三
百
五
十
条
の
二 

検
察
官
は
、
特
定
犯
罪
に
係
る

事
件
の
被
疑
者
又
は
被
告
人
が
特
定
犯
罪
に
係
る

他
人
の
刑
事
事
件
（
以
下
単
に
「
他
人
の
刑
事
事
件
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
一
又
は
二
以
上
の
第
一
号
に

掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
証
拠

の
重
要
性
、
関
係
す
る
犯
罪
の
軽
重
及
び
情
状
そ
の

他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

被
疑
者
又
は
被
告
人
と
の
間
で
、
被
疑
者
又
は
被
告

人
が
当
該
他
人
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
一
又
は
二

以
上
の
同
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
、
か
つ
、
検
察
官

が
被
疑
者
又
は
被
告
人
の
当
該
事
件
に
つ
い
て
一

又
は
二
以
上
の
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ

と
を
内
容
と
す
る
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一
・
二 

（
略
） 

②
・
③ 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

                



  

二 

第
三
百
五
十
条
の
四 

第
三
百
五
十
条
の
二
第
一
項

の
合
意
を
す
る
た
め
必
要
な
協
議
は
、
検
察
官
と
被

疑
者
又
は
被
告
人
及
び
弁
護
人
と
の
間
で
行
う
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
被
疑
者
又
は
被
告
人
及
び
弁

護
人
に
異
議
が
な
い
と
き
は
、
協
議
の
一
部
を
弁
護

人
の
み
と
の
間
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
百
五
十
条
の
四 

第
三
百
五
十
条
の
二
第
一
項

の
合
意
を
す
る
た
め
必
要
な
協
議
は
、
検
察
官
と
被

疑
者
又
は
被
告
人
及
び
弁
護
人
と
の
間
で
行
う
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
被
疑
者
又
は
被
告
人
及
び
弁

護
人
に
異
議
が
な
い
と
き
は
、
協
議
の
一
部
を
被
疑

者
若
し
く
は
被
告
人
又
は
弁
護
人
の
い
ず
れ
か
一

方
の
み
と
の
間
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
新
設
） 

      

 
 

 

  
 



 

三 

○
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）（
抄
）
〔
第
七
条
関
係
〕 

（
網
掛
け
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
は
修
正
部
分
、
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

修 

正 

後 

改 

正 

後 

現 
 

 

行 

 

（
通
信
の
当
事
者
に
対
す
る
通
知
） 

第
三
十
条 

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
傍
受
記
録

に
記
録
さ
れ
て
い
る
通
信
の
当
事
者
に
対
し
、
傍
受

記
録
を
作
成
し
た
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書

面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
五
（
略
） 

六 

第
十
五
条
に
規
定
す
る
通
信
に
つ
い
て
は
、
そ

の
旨
並
び
に
当
該
通
信
に
係
る
犯
罪
の
罪
名
及

び
罰
条 

七 

次
条
の
規
定
に
よ
る
傍
受
記
録
の
聴
取
等
（
聴

取
若
し
く
は
閲
覧
又
は
複
製
の
作
成
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
三
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
傍
受
の
原
記
録
の
聴
取

等
の
許
可
の
請
求
並
び
に
第
三
十
三
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨 

２
・
３ 

（
略
） 

 

 

（
通
信
の
当
事
者
に
対
す
る
通
知
） 

第
三
十
条 

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
傍
受
記
録

に
記
録
さ
れ
て
い
る
通
信
の
当
事
者
に
対
し
、
傍
受

記
録
を
作
成
し
た
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書

面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
五
（
略
） 

六 

第
十
五
条
に
規
定
す
る
通
信
に
つ
い
て
は
、
そ

の
旨
並
び
に
当
該
通
信
に
係
る
犯
罪
の
罪
名
及

び
罰
条 

（
新
設
） 

      ２
・
３ 

（
略
） 

 

 

（
通
信
の
当
事
者
に
対
す
る
通
知
） 

第
二
十
三
条 

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
傍
受
記

録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
通
信
の
当
事
者
に
対
し
、
傍

受
記
録
を
作
成
し
た
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を

書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
五
（
略
） 

六 

第
十
四
条
に
規
定
す
る
通
信
に
つ
い
て
は
、
そ

の
旨
並
び
に
当
該
通
信
に
係
る
犯
罪
の
罪
名
及

び
罰
条 

       

２
・
３ 

（
略
） 

 



  

四 

 
（
国
会
へ
の
報
告
等
） 

第
三
十
六
条 

政
府
は
、
毎
年
、
傍
受
令
状
の
請
求
及

び
発
付
の
件
数
、
そ
の
請
求
及
び
発
付
に
係
る
罪

名
、
傍
受
の
対
象
と
し
た
通
信
手
段
の
種
類
、
傍
受

の
実
施
を
し
た
期
間
、
傍
受
の
実
施
を
し
て
い
る
間

に
お
け
る
通
話
の
回
数
、
こ
の
う
ち
第
二
十
九
条
第

三
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
第
四
項
第
一

号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
通
信
が
行
わ
れ
た

も
の
の
数
、
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第

一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
傍

受
の
実
施
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
並
び
に
傍
受
が

行
わ
れ
た
事
件
に
関
し
て
逮
捕
し
た
人
員
数
を
国

会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
罪
名
に
つ
い
て
は
、
捜
査
に
支
障
を

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
支
障
が
な
く

な
っ
た
後
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
措
置
を
執
る
も
の

と
す
る
。 

 

（
国
会
へ
の
報
告
等
） 

第
三
十
六
条 

政
府
は
、
毎
年
、
傍
受
令
状
の
請
求
及

び
発
付
の
件
数
、
そ
の
請
求
及
び
発
付
に
係
る
罪

名
、
傍
受
の
対
象
と
し
た
通
信
手
段
の
種
類
、
傍
受

の
実
施
を
し
た
期
間
、
傍
受
の
実
施
を
し
て
い
る
間

に
お
け
る
通
話
の
回
数
、
こ
の
う
ち
第
二
十
九
条
第

三
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
第
四
項
第
一

号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
通
信
が
行
わ
れ
た

も
の
の
数
並
び
に
傍
受
が
行
わ
れ
た
事
件
に
関
し

て
逮
捕
し
た
人
員
数
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
罪
名
に
つ

い
て
は
、
捜
査
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
支
障
が
な
く
な
っ
た
後
に
お
い
て
こ
れ

ら
の
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
国
会
へ
の
報
告
等
） 

第
二
十
九
条 

政
府
は
、
毎
年
、
傍
受
令
状
の
請
求
及

び
発
付
の
件
数
、
そ
の
請
求
及
び
発
付
に
係
る
罪

名
、
傍
受
の
対
象
と
し
た
通
信
手
段
の
種
類
、
傍
受

の
実
施
を
し
た
期
間
、
傍
受
の
実
施
を
し
て
い
る
間

に
お
け
る
通
話
の
回
数
、
こ
の
う
ち
第
二
十
二
条
第

二
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
通
信
が
行
わ

れ
た
も
の
の
数
並
び
に
傍
受
が
行
わ
れ
た
事
件
に

関
し
て
逮
捕
し
た
人
員
数
を
国
会
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
罪
名

に
つ
い
て
は
、
捜
査
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
支
障
が
な
く
な
っ
た
後
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。 

 

 
 

 

  
 



 

五 

○
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
（
抄
）
〔
附
則
関
係
〕 

（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
） 

修 

正 

後 

修 

正 

前 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

一 

附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
一
条
（
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
条
、
第
百
五
十
一
条
及
び
第
百
六
十
一
条

の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
三
条
、
第
五
条
及
び
第
八
条
の
規
定
並
び
に
附

則
第
三
条
及
び
第
五
条
の
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過

し
た
日 

 

三 

第
一
条
（
前
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
六
条
の
規
定
並
び

に
次
条
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
（
裁

判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
三

号
）
第
六
十
四
条
第
一
項
の
表
第
四
十
三
条
第
四
項
、
第
六
十
九
条
、
第
七

十
六
条
第
二
項
、
第
八
十
五
条
、
第
百
八
条
第
三
項
、
第
百
二
十
五
条
第
一

項
、
第
百
六
十
三
条
第
一
項
、
第
百
六
十
九
条
、
第
二
百
七
十
八
条
の
二
第

二
項
、
第
二
百
九
十
七
条
第
二
項
、
第
三
百
十
六
条
の
十
一
の
項
及
び
第
六

十
五
条
第
四
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
新
設
） 

 

一 

第
一
条
（
刑
事
訴
訟
法
第
九
十
条
、
第
百
五
十
一
条
及
び
第
百
六
十
一
条

の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
、
第
三
条
、
第
五
条
及
び
第
八
条
の
規
定
並
び
に
附

則
第
三
条
及
び
第
五
条
の
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過

し
た
日 

 

二 

第
一
条
（
前
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
六
条
の
規
定
並
び

に
次
条
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
（
裁

判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
三

号
）
第
六
十
四
条
第
一
項
の
表
第
四
十
三
条
第
四
項
、
第
六
十
九
条
、
第
七

十
六
条
第
二
項
、
第
八
十
五
条
、
第
百
八
条
第
三
項
、
第
百
二
十
五
条
第
一

項
、
第
百
六
十
三
条
第
一
項
、
第
百
六
十
九
条
、
第
二
百
七
十
八
条
の
二
第

二
項
、
第
二
百
九
十
七
条
第
二
項
、
第
三
百
十
六
条
の
十
一
の
項
及
び
第
六

十
五
条
第
四
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で



  

六 

の
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日 

 

四 

第
二
条
（
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
を

除
く
。
）
及
び
第
四
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
七
条
及
び
第
十
一
条
（
前
号
に

掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
の
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日 

  

（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
条 

裁
判
所
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
引
状
に

よ
り
留
置
さ
れ
て
い
る
被
告
人
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
「
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
」
と
い
う
。）
第

七
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

被
告
人
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
告
人
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

２ 

裁
判
所
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ
れ
て
い

る
被
告
人
（
次
項
に
規
定
す
る
被
告
人
を
除
く
。
）
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一

条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
告
人
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
告
人
が
釈

放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

裁
判
所
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ
れ
て
い

る
被
告
人
（
逮
捕
又
は
勾
引
に
引
き
続
き
勾
留
さ
れ
て
い
る
者
に
限
る
。
）
に
対

の
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日 

 

三 

第
二
条
（
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
を

除
く
。）
及
び
第
四
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
七
条
及
び
第
十
一
条
（
前
号
に

掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
の
規
定 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日 

  

（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
二
条 

裁
判
所
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
引
状
に

よ
り
留
置
さ
れ
て
い
る
被
告
人
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
「
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
」
と
い
う
。）
第

七
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

被
告
人
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
告
人
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

２ 

裁
判
所
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ
れ
て
い

る
被
告
人
（
次
項
に
規
定
す
る
被
告
人
を
除
く
。）
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一

条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
告
人
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
告
人
が
釈

放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

裁
判
所
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ
れ
て
い

る
被
告
人
（
逮
捕
又
は
勾
引
に
引
き
続
き
勾
留
さ
れ
て
い
る
者
に
限
る
。
）
に
対



 

七 

し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
事
項
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
告
人
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
告
人
が
釈

放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
前

条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
引
状
に
よ
り
留
置
さ
れ
て
い
る

被
告
人
に
対
す
る
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
に
つ
い
て
、
第
一
条
に
よ
る
改

正
後
の
法
第
七
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現

に
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
に
対
す
る
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
並
び
に
前

項
の
規
定
に
よ
る
告
知
及
び
教
示
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。 

 

第
三
条 

裁
判
所
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下

「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、
勾
引
さ
れ
た
被
告
人
に
対
し
、

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
「
第

一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規

定
を
準
用
す
る
。 

２ 

（
略
） 

３ 

裁
判
所
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法

第
六
十
一
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
（
勾
引
に

し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
事
項
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
告
人
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
告
人
が
釈

放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
七
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
前

条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
引
状
に
よ
り
留
置
さ
れ
て
い
る

被
告
人
に
対
す
る
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
に
つ
い
て
、
第
一
条
に
よ
る
改

正
後
の
法
第
七
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現

に
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
に
対
す
る
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
並
び
に
前

項
の
規
定
に
よ
る
告
知
及
び
教
示
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。 

 

第
三
条 

裁
判
所
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下

「
第
二
号
施
行
日
」
と
い
う
。）
前
に
お
い
て
も
、
勾
引
さ
れ
た
被
告
人
に
対
し
、

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
「
第

一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規

定
を
準
用
す
る
。 

２ 

（
略
） 

３ 

裁
判
所
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法

第
六
十
一
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
（
勾
引
に
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引
き
続
き
同
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
を
除

く
。
）
又
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
（
逮
捕
又
は
勾
引
に
引
き
続
き
勾
留
さ
れ

て
い
る
被
告
人
を
除
く
。
）
に
対
し
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を

指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を

教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前

の
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

４ 

（
略
） 

５ 

裁
判
官
は
逮
捕
に
引
き
続
き
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
二
百
八
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
に
対
し
、
裁
判
所
は
勾

引
に
引
き
続
き
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
六
十
一
条
本
文
の
規
定
に
よ
り

被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
又
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
（
逮
捕
又
は

勾
引
に
引
き
続
き
勾
留
さ
れ
て
い
る
者
に
限
る
。）
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
三

号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
七
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
事
項
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士

会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出

先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
に
よ
る
改

正
前
の
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

６ 

（
略
） 

 

第
四
条 

司
法
警
察
員
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現

に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
第
三
号
施
行
日
前
に
検
察
官
に
送
致
す
る
手
続

引
き
続
き
同
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
を
除

く
。
）
又
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
（
逮
捕
又
は
勾
引
に
引
き
続
き
勾
留
さ
れ

て
い
る
被
告
人
を
除
く
。
）
に
対
し
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を

指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を

教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前

の
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

４ 

（
略
） 

５ 

裁
判
官
は
逮
捕
に
引
き
続
き
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
二
百
八
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
に
対
し
、
裁
判
所
は
勾

引
に
引
き
続
き
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
六
十
一
条
本
文
の
規
定
に
よ
り

被
告
事
件
を
告
げ
ら
れ
る
被
告
人
又
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
告
人
（
逮
捕
又
は

勾
引
に
引
き
続
き
勾
留
さ
れ
て
い
る
者
に
限
る
。）
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二

号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
七
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
事
項
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士

会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出

先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
に
よ
る
改

正
前
の
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

６ 
（
略
） 

 

第
四
条 

司
法
警
察
員
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現

に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
第
二
号
施
行
日
前
に
検
察
官
に
送
致
す
る
手
続



 

九 

を
し
た
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二

百
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

２ 

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
逮
捕
さ

れ
て
い
る
被
疑
者
（
前
項
に
規
定
す
る
被
疑
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
速
や
か
に
、

第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者

が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条

に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
に
つ
い
て
勾

留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、
速
や
か
に
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁

護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の

申
出
先
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る

と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ

れ
て
い
る
被
疑
者
（
前
項
に
規
定
す
る
被
疑
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
速
や
か
に
、

弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
、
弁
護

士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に

弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

を
し
た
者
を
除
く
。）
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二

百
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

２ 

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
逮
捕
さ

れ
て
い
る
被
疑
者
（
前
項
に
規
定
す
る
被
疑
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
速
や
か
に
、

第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者

が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条

に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
に
つ
い
て
勾

留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、
速
や
か
に
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁

護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の

申
出
先
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る

と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
勾
留
さ

れ
て
い
る
被
疑
者
（
前
項
に
規
定
す
る
被
疑
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
速
や
か
に
、

弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
、
弁
護

士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
に

弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



  

一

〇 

 
第
五
条 
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
逮
捕

さ
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定

し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

（
略
） 

３ 

検
察
官
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法

第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
に
つ
い
て
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑

者
に
対
し
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選

任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

４ 

（
略
） 

５ 

検
察
官
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
第

三
項
に
規
定
す
る
被
疑
者
を
除
く
。）
に
対
し
、
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
旨
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定

し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

（
略
） 

 

第
六
条 

第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
百
五
十
条
の
十
二
の
規
定
は
、
第
三

号
施
行
日
以
後
に
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
百
五
十
条
の
二
第
二
項
の

 

第
五
条 

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
逮
捕

さ
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定

し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

（
略
） 

３ 

検
察
官
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
法

第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
に
つ
い
て
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑

者
に
対
し
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選

任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

４ 

（
略
） 

５ 

検
察
官
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
第

三
項
に
規
定
す
る
被
疑
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
旨
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
又
は
弁
護
士
会
を
指
定

し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 
（
略
） 

 

第
六
条 

第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
百
五
十
条
の
十
二
の
規
定
は
、
第
二

号
施
行
日
以
後
に
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
百
五
十
条
の
二
第
二
項
の



 

一

一 

同
意
が
あ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

  

（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
七
条 

司
法
警
察
員
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現

に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
「
第
二
条
に
よ
る
改

正
前
の
法
」
と
い
う
。）
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
以
外
の
事

件
に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以

下
「
第
四
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
検
察
官
に
送
致
す
る
手
続
を
し
た
者
を

除
く
。
）
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
」
と
い
う
。）
第
二
百

三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被

疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

２ 

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条

に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
以
外
の
事
件

に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
前
項
及
び
次
項
に
規
定
す
る
被
疑
者
並

び
に
第
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
二
百
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
二
百
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
さ
れ
た

被
疑
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二
百

四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被

疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

同
意
が
あ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

  

（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

第
七
条 

司
法
警
察
員
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現

に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
「
第
二
条
に
よ
る
改

正
前
の
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
以
外
の
事

件
に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以

下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
検
察
官
に
送
致
す
る
手
続
を
し
た
者
を

除
く
。）
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
」
と
い
う
。）
第
二
百

三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被

疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

２ 

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条

に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
以
外
の
事
件

に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
前
項
及
び
次
項
に
規
定
す
る
被
疑
者
並

び
に
第
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
二
百
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
二
百
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
教
示
を
さ
れ
た

被
疑
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
速
や
か
に
、
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二
百

四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被

疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り



  

一

二 

で
な
い
。 

３ 
検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条

に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
以
外
の
事
件

に
つ
い
て
勾
留
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、
速
や
か
に
、
貧
困
そ

の
他
の
事
由
に
よ
り
自
ら
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
裁
判

官
に
対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
並
び
に
裁
判
官
に

対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請
求
す
る
に
は
資
力
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
旨
及
び
そ
の
資
力
が
基
準
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
弁

護
士
会
（
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
の
申
出
を
す
べ
き
弁

護
士
会
を
い
う
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
弁
護
人
の
選
任
の
申
出
を

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被

疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

 

第
八
条 

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
第
四
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
二

条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
以
外
の
事

件
に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
、
又
は
勾
留
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、

第
四
号
施
行
日
を
告
げ
、
第
四
号
施
行
日
以
後
、
勾
留
を
請
求
さ
れ
、
又
は
勾

留
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
被
疑
者
が
貧
困
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
自
ら
弁
護
人

を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
裁
判
官
に
対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請

で
な
い
。 

３ 

検
察
官
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条

に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
以
外
の
事
件

に
つ
い
て
勾
留
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、
速
や
か
に
、
貧
困
そ

の
他
の
事
由
に
よ
り
自
ら
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
裁
判

官
に
対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
並
び
に
裁
判
官
に

対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請
求
す
る
に
は
資
力
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
旨
及
び
そ
の
資
力
が
基
準
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
弁

護
士
会
（
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
の
申
出
を
す
べ
き
弁

護
士
会
を
い
う
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
弁
護
人
の
選
任
の
申
出
を

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被

疑
者
に
弁
護
人
が
あ
る
と
き
又
は
被
疑
者
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

 

第
八
条 

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
第
三
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
二

条
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
件
以
外
の
事

件
に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
、
又
は
勾
留
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
被
疑
者
に
対
し
、

第
三
号
施
行
日
を
告
げ
、
第
三
号
施
行
日
以
後
、
勾
留
を
請
求
さ
れ
、
又
は
勾

留
状
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
被
疑
者
が
貧
困
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
自
ら
弁
護
人

を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
裁
判
官
に
対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請



 

一

三 

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
並
び
に
裁
判
官
に
対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請
求
す

る
に
は
資
力
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
及
び
そ
の
資
力
が
基
準

額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
弁
護
士
会
に
弁
護
人
の
選
任
の
申
出

を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

（
略
） 

  

（
検
討
） 

第
九
条 

政
府
は
、
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
等
（
取
調
べ
に
お
け
る
被
疑
者
の
供

述
及
び
そ
の
状
況
を
録
音
及
び
録
画
の
方
法
に
よ
り
記
録
媒
体
に
記
録
し
、
並

び
に
こ
れ
を
立
証
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
、
被
疑
者
の
供
述
の
任
意
性
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
的
確
な
立
証

を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
取
調
べ
の
適
正
な
実
施
に
資
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
取
調
べ

の
録
音
・
録
画
等
の
実
施
状
況
を
勘
案
し
、
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
等
に
伴
っ

て
捜
査
上
の
支
障
そ
の
他
の
弊
害
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
等
に
留
意
し
つ

つ
、
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
等
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過

し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
並
び
に
裁
判
官
に
対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請
求
す

る
に
は
資
力
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
及
び
そ
の
資
力
が
基
準

額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
弁
護
士
会
に
弁
護
人
の
選
任
の
申
出

を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

（
略
） 

  

（
検
討
） 

第
九
条 

政
府
は
、
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
等
（
取
調
べ
に
お
け
る
被
疑
者
の
供

述
及
び
そ
の
状
況
を
録
音
及
び
録
画
の
方
法
に
よ
り
記
録
媒
体
に
記
録
し
、
並

び
に
こ
れ
を
立
証
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
、
被
疑
者
の
供
述
の
任
意
性
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
的
確
な
立
証

を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
取
調
べ
の
適
正
な
実
施
に
資
す
る
こ
と
、

取
調
べ
の
録
音
・
録
画
等
に
伴
っ
て
捜
査
上
の
支
障
そ
の
他
の
弊
害
が
生
じ
る

場
合
が
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合

に
お
い
て
、
取
調
べ
の
録
音
・
録
画
等
の
実
施
状
況
を
勘
案
し
、
取
調
べ
の
録

音
・
録
画
等
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。 

（
新
設
） 

  



  

一

四 

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
、
必
要
に
応
じ
、
速
や
か
に
、
再
審
請
求
審

に
お
け
る
証
拠
の
開
示
、
起
訴
状
等
に
お
け
る
被
害
者
の
氏
名
の
秘
匿
に
係
る

措
置
、
証
人
等
の
刑
事
手
続
外
に
お
け
る
保
護
に
係
る
措
置
等
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
も
の
と
す
る
。 

  

（
調
整
規
定
） 

第
十
五
条 

第
三
号
施
行
日
が
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
以

後
と
な
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
新
設
） 

     

（
調
整
規
定
） 

第
十
五
条 

第
二
号
施
行
日
が
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
以

後
と
な
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 
 

 


